
美和町の市町村合併に関する住民意識調査から
( 美和町のホームページより )

◎ 合併をどう考えています？
有効回答数 982 回答数 ％

1 積極的に合併することが望ましい 176 17.9%

2 どちらかと言うと合併することが望ましい 436 44.4%

3 どちらかと言うと合併する必要はな 174 17.7%

4 合併する必要はない 66 6.7%

5 わからない 130 13.2%

合併に賛成意見を持っている方が 62.3％

◎ 合併する理由は？
有効回答数 1,738 回答数 ％

1 車社会の発展によって、住民の行動範囲や生活圏が広がったため 92 5.3%

2 地方分権に対応して、市町村の役割(仕事)が増えるため 221 12.7%

3 少子・高齢化が進み、福祉等の市町村の役割(仕事)が増えるため 318 18.3%

4 行政改革により、国や自治体のスリム化の必要に迫られているため 480 27.6%

5
国や自治体の債務が膨大になり、財政再建の必要に迫られている
ため

491 28.3%

6 わからない 136 7.8%

行政改革の必要性 27.6％ 財政再建の必要性 28.3％

やっぱり、美和町の皆様も、このままじゃいけない、やって行ける訳がないって、感じているのです
よね。この合併への意識調査の結果を見ると、そう思えます。
生活圏への配慮や、地方分権も大切ですが、合併して、行政改革・財政改革に取り組まないといけない。
そう考えている人がたくさんみえるということでしょう。

前々回(Vol.1)のあらまし
私たちの国には約 700 兆円もの借金があって、それは 4 人家族で、2,332 万円の借金になります。年収 500 万円の家
が、800 万円使う浪費癖がついて、毎年 300 万円くらい借りているうちに 7,000 万円もの借金を作ってしまったのと
同じです。いつかは、払わなければならない、増税になるでしょう、と言いました。
前回(Vol.2)では、景気の呼び水である国の支出が、既得権者が自分たちの利益だけのために使うので、本来の機能をは
たせなくて、役に立っていない。好況時も、不況時も「公共投資拡大、減税」と、やってきた。国と地方の借金は増
える一方、このままでは日本が倒産するかもしれない。省庁再編や地方分権で何とかならないかと
試みているが、既得権者（いわゆる抵抗勢力）の力は強い、と言いました。

Vol.３「やっぱり変わらなきゃ」

こうやって、国の借金や、既得権などの話をさせていただくと、「それは国会議員や県会議員が考えることで、町会議
員には関係ないだろう」と言われる事もあります。もっともなご意見かもしれません。確かに私に課せられた役割は、
美和町をよりよい町にするために、どれだけのことができるか、ということだと思います。でも、日本という国がコ
ケてしまったら、美和町だけが無傷でいられるでしょうか。そんなことはありえない話ですよね。

Vol.３



皆様のご意見をお聞かせください

１.このパンフレットを読んで、
□びっくりした □興味がわいた □つまらない
□面白かった □続きがみたい □二度と見ない

２.美和町の行政に満足されていますか？
□はい □いいえ □どちらともいえない

３.行政のどこに一番関心がありますか？
□市町村合併 □教育問題 □環境問題
□ゴミ問題 □福祉･介護 □政治･議会
□下水道 □道路･歩道 □駅前開発 □公共料金

４. ご意見

５.横井としおの後援会に
□入会する □支持するが入会しない □支持しない

ご住所：〒４９０－

美和町大字

お名前 年齢：
電話番号：
e-mail：

今のままで良いのであれば、これは国会議員が、あれは県会議員が…と枠組みを決めていれ
ばすむと思いますが、ほんとにこのままで良いのでしょうか。経済も右肩上がりで、世の中が
順調に進んでいるときには、そんな考え方でも問題はなかったのですが、今のように、不況の
真只中、リストラの嵐が吹き荒れ、国、地方がとんでもない借金を抱え、倒産寸前といわれて
いる状況では、そうは言っていられないと思うのです。
やはり、自分たちのことは自分たちで考え、決めていけるようにならなければ、明るい未来は
来ないと思います。そのためにも大きな枠組みで、物事を考えていくことは、とても大切なこ
とだと考えています。

ではどうしたら自分たち自身で、色々な事を決めていけるようになるのでしょうか。
当然今までの既得権を持つ人から決定権が移らなければなりません。不幸中の幸いかもしれませんが、徐々に地方に
権限を移そうと、時代は変わりつつあります。反対に言えば、そうしないと誰の目にも、やっていけない事がはっき
りしてきたのでしょう。地方分権というよりは、地方主権の時代になっていくはずです。今取りざたされている、市
町村合併は、本来の、そうあるためのひとつの手段でなければならないと考えています。
美和町の皆様の望んでいる、行政改革や財政改革も、地方に主権が移ってこそ可能になるのです。

しかしながら、今まで、事業の成果や効率よりも、予算の消化が目的のような体質だった地
方自治体が、「さあ今日から権限を与えます。」「これからは、成果・効率が最も大切です。」と
言われて、突然変わることができるでしょうか。これまで求めてこられなかったことを急にも
とめても、難しいことだと思います。そうであれば、せっかく地方に権限が移されても、意味
をなさなくなってしまいます。きちんとした受け皿作りが大切なのです。来るべき地方主権の
時代に備えて、今から無駄のない効率的な組織づくりを始める必要があると考えております。

当然それに向けての議会の役割は大きなものがあります。議会も変わらなければならないでしょう。
今までのように、どちらかといえば承認型の議会から、提言、提案のできる議会に変わる必要があると考えております。
住民の皆様の代弁者として、今まで以上に大切な役割を担っていかなくてはりません。地方に権限が与えられたときに、それを
どう活用しているのか、本当に正しいやり方をしているのかをきちんとチェックできる議員であることが必要です。

そして、その議会を選ぶのは、美和町の
皆様なのです。

結局、住民の皆様が、監視し、意見を
持つことが、今までの既得権によるやり方を変えていくと思
うのです。誰かに頼まれたから、お付き合いだから、どうせ
一緒だから、というのではなく、「本当に自分はこうしなくち
ゃいけないと思うからそうしているのだ。」「これは自分の信
念からの行動だ。」と言えるようになることが、これからの世
の中を変える力になるのだと思います。

今、「変わらなきゃ」ならない、と感じております。

もう余り時間は残されていないかもし
れません。この国に破綻が来る前に、私
たちが本当に変わることがこの国の未来
を明るいものに出来ると信じております。

子供や孫たちの素晴らしい未来を一緒
に創りましょう。
私、横井としおも一生懸命頑張ります。


